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１．はじめに 

日本雪氷学会北海道支部では雪氷災害の調査を迅速に行うために，2007/08 年冬期に

雪氷災害調査チームを発足させ，これまでに北海道で発生した雪崩事故を中心に雪崩

事故調査を行ってきた1)．調査結果は「北海道の雪氷」にて報告されるとともに，概要

が雪氷災害調査チームのホームページ（http://avalanche.seppyo.org/snow/）  でも公開

されている．本報では，2017年2月25日にニセコアンヌプリ南東斜面のスキー場コース

外，通称「春の滝」で発生した雪崩事故の調査結果を報告する．  

 

２．雪崩事故の概要 

 2017年2月25日10時30分頃，北海道ニセコスキー場コース外の完全立ち入り禁止区

域に指定されている「春の滝」付近で，スノーボードをしていた5人のグループの内3人

が雪崩に巻き込まれた．1人は自力脱出したが2人が埋没した．埋没した1人は頭部がデ

ブリから出た状態で発見．もう1人は完全埋没しており，同行者と雪崩現場付近に居合

せた人達のコンパニオンレスキューによって深さ約2.5 m から救出されたが，搬送先の

病院で死亡が確認された．  

 

３．調査結果 

雪崩事故発生翌日は悪天候であったため，2 日後の 2 月 27 日に雪氷災害調査チーム

による現地調査を行った．しかしながら，調査当日は雪崩の危険性が想定されること，

また「春の滝」は「ニセコルール」で立ち入り禁止区域に指定されていることなどから，

事故発生現場への立ち入りはせず，積雪調査は破断面と近い地形条件を持つ近隣の斜

面で実施した．雪崩事故発生状況に関する

調査は，写真判読および警察やスキーパト

ロールの聞き取りをもとに行った．  

3.1  雪崩の概要と破断面 

雪崩の種類は，スノーボーダーがトリガ

ーとなる乾雪表層雪崩で，「春の滝」本流

の右岸下方に位置する沢地形（通称：一番

沢）で発生した（図 1）．埋没地点は「一番

沢」と本流の合流地点付近であり，デブリ

は下方の埋没地点から 20 m 程下流まで到
 

図 1「春の滝」全景．  
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達していた．写真判読の結果，破断面は「一番沢」の両岸で確認された他，「春の滝」

本流の右岸や，「一番沢」のさらに下流の沢地形（通称：二番面）でも複数の破断面が

確認された．その中でも「春の滝」右岸の破断面は規模が大きく，最上部の崖から谷底

まで 200 m 以上に渡っていた．そして「一番沢」の雪崩デブリの上部には，本流から

の雪崩が流下した形跡が確認された．このことから，被害者は「一番沢」で誘発された

雪崩に巻き込まれて埋没，続いて「春の滝」本流でも雪崩が発生，本流筋からの大量の

デブリが「一番沢」のデブリの上に堆積したことで被害者は深く埋没した，と推察され

る． 

3.2  積雪断面 

積雪断面調査は，「春の滝」から約 2.6 km 北東

に位置する，ヒラフスキー場と花園スキー場の

間にある南東向き尾根上の三角点（545.7 m）下

の，東北東向き斜面（標高 520 m，斜度 45 度）

で実施した（図 2）．この斜面は破断面が観測さ

れた斜面と非常に類似した地形・標高条件であ

る．積雪断面観測の結果を図 3 に示す．シャベル

コンプレッションテストを実施したところ，2 か

所で破断が観測された．1 層目（WL1）は雪面か

ら 59 cm で CTH22(SP)，2 層目（WL2）は 80 cm

で CTH25(SP)という結果であった．積雪構造は，

表層 24 cm に雪崩発生後のまとまった降雪による新雪層，24－59 cm にはこしまり雪

を中心とする層があり，59－61 cm には融解を経験したざらめ／しまり層が観察され

た．WL1 はこのざらめ／しまり層の上部であり，破断面を直接観測すると雲粒のない

 
図 2 積雪調査地点．  

図 3 積雪断面調査結果．    
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降雪結晶が確認された（図 4a）．WL2 は 80－88 cm の融解凍結クラスト層と，77－80 cm

のこしもざらめ／こしまり層の境界で破断した（図 4b）．この層は比較的もろい層で硬

度の測定値も突出して低い値であった．今回の雪崩ではどちらが破断面であったのか

は不明である．スキーパトロールは WL1 の可能性が高いと指摘しているが，積雪調査

地点では調査員が斜面に立ち入った時に，これら 2 つの層でほぼ同時に破断が生じて

おり，WL2 で破断した可能性も否定できない． 

3.3  雪崩発生までの気象条件  

図 5 に地上気象要素の観測結果を

示す．2 月 16 日は気温が非常に上昇

し，正午過ぎから 17 日未明にかけて

約 12 時間 5 ℃前後の高温が継続し

た．また南からの非常に強い風も吹

いており，風速は最大 13 m s -1 以上

を記録した． その後 17 日から 18 日

にかけて風向が南から北へと変化

し，気温は−10 ℃近くまで低下．23 日

にかけて氷点下の気温が続いた．ま

た，17 日早朝からは降雪が観測され

て，19 日にかけて積雪深が 30 cm 以

上増加した． 

2 月 21－22 日は天気が回復して晴

天となった．22 日の最高気温は 0 ℃

程度であったが，快晴で風速も弱く，

穏やかな陽気であった．23 日午後に

なると風雪が強まり，断続的な降雪

が雪崩発生直前まで継続した．   

 

４．考察 

 図 6 に 2 月 23 日 9 時の地上天気図
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図 4 弱層の結晶写真．(a) は WL1, (b) は WL2 の結晶．スケールは 1 ㎜． 

図 5 アメダス倶知安における地上気象要素の

時系列．  

(a) (b) 
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を示す．ニセコ地域は日本海にある２

つの低気圧間の前面に位置している．

地上気象データでは観測されていな

いが，レーダー降水量では 22－23 日

にかけて弱い降雪が見られた．このよ

うな気圧配置では一般的に雲粒なし

の結晶が降ることが知られている 2)．

実際に札幌では 23 日早朝，雲粒なし

の降雪結晶が観測されたことからも，

この時の降雪が WL1 に相当するもの

と考えられる（秋田谷英次博士私信）．

低気圧の通過後は西高東低の冬型気

圧配置となり（図 6），季節風型の降雪

が多量に堆積することで，上載積雪層

が形成されたと考えられる．これは

2014 年にニセコアンヌプリ鉱山の沢

で発生した雪崩事故 3)と同様の特徴で

あった． 

 一方，2 月 16－17 日にかけては，北

海道よりも北に中心を持つ低気圧が通過しており（図 7），これに伴う暖気－寒気の移

流が大きな気温変化をもたらしたことがわかる．16 日の高温と強風により融解層が形

成，17 日以降の寒気によって融解層は凍結した．この層が凍結する過程での降雪によ

り，当該層と新雪層との境界付近で比較的大きな積雪温度勾配が形成されてこしもざ

らめ化が促進，WL2 が形成された，と考えられる．WL2 が今回の雪崩事故で破断した

かは不明であるが，複数の弱層の同時破断に関する検討は今後の課題としたい．  
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図 6 地上気圧配置．2 月 23 日 9 時（左）と

24 日 9 時（右）．  

図 7 地上気圧配置．2 月 16 日 9 時（左）と

17 日 9 時（右）．  


